
ベニオグラコウホネ
（Nuphar oguraensis Miki var. akiensis Shimoda）は、スイ
レン科コウホネ属に属する沈水～浮葉植物です。日本固
有種で、広島県西条盆地とその周辺のため池、高知県の
いの町奥田川・高知市神田川にのみ分布する珍しい植物
です。他のコウホネ属植物と比べ葉柄はきわめて細長く、
断面は三角形状で中央部に小さな穴があいており、オグ
ラコウホネとは花の中央にある柱頭盤が赤くなることで区
別されます。高知県レッドリストでは絶滅危惧ＩＡ類（ＣＲ）
に指定されており、河川改修などによる個体数減少が危
惧されています。
一部角野康郎(1996)日本水草図鑑. 文一総合出版:東京, 

ナガエミクリ
（Sparganium japonicum Rothert）は、ミクリ科ミクリ属に属
する抽水～浮葉植物で北海道南西部と本州以西の湖沼、
ため池、河川（湧水河川）、水路などに成育しています。
流水域における出現頻度が高く、ときに沈水状態も見ら
れます。環境省レッドリストで準絶滅危惧種（ＮＴ）、高知
県レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ）に指定されていま
す。
一部角野康郎(1996)日本水草図鑑. 文一総合出版:東京, 
pp.112-113. より引用


